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http//www.tclab.co.jp1. 【連結】業績比較と2008年度予定

平成１９年３月期 平成２０年３月期

【実　　績】 【実　　績】

区　　　　分

14,560 100.0 15,155 100.0 594 4.1

売 上 原 価 10,313 70.8 10,859 71.7 545 5.3

4,247 29.2 4,296 28.3 49 1.2

販売費及び一般管理費 3,279 22.5 3,492 23.0 213 6.5

968 6.6 804 5.3 △ 163 △ 16.9

1,019 7.0 793 5.2 △ 225 △ 22.1

238 1.6 165 1.1 △ 73 △ 30.7

増減（百万円）
増減率
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

対前年比

売 上 高

売 上 総 利 益

営 業 利 益

【連結】

経 常 利 益

当 期 純 利 益

＜21/3 連結業績予想＞ （単位：百万円）

発表日 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

2008年5月13日
決算発表 16,200 950 1,070 550
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http//www.tclab.co.jp2．【連結】売上実績・予定推移
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装置（ATE+OVIS） プローブカード 電子部品【百万円】

12,751

14,560
15,155

16,200

※過年度は、2007年度セグメント区分変更に組み替えて表示しております。

15,850

ATE
+

OVIS
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http//www.tclab.co.jp3. 【連結】セグメント別比較

（単位：百万円、％）

平成18年3月期 平成19年3月期

実績 実績 ＜予定＞ 達成率 実績 対前年比 ＜予定＞ 伸長率

売 上 高 4,782 4,309 4,535 136.1% 6,169 143.2% 6,200 0.5%

営 業 損 益 1,089 612 518 161.9% 838 137.0% 800 -4.6%

利益率 22.8% 14.2% 11.4% 13.6% 12.9%

売 上 高 5,948 7,028 7,000 97.7% 6,837 97.3% 6,000 -12.2%

営 業 損 益 648 1,298 1,048 118.7% 1,244 95.8% 650 -47.8%

利益率 10.9% 18.5% 15.0% 18.2% 10.8%

売 上 高 2,019 3,223 4,315 49.8% 2,148 66.6% 4,000 86.2%

営 業 損 益 -722 -294 173 -263.2% -455 154.8% 350 －

利益率 -35.8% -9.1% 4.0% -21.2% 8.8%

売 上 高 12,751 14,560 15,850 95.6% 15,155 104.1% 16,200 6.9%

営 業 損 益 1,014 1,616 1,739 93.6% 1,627 100.7% 1,800 10.6%

売 上 高 － － － － －
営 業 損 益 -586 -648 -698 -823 -850 
売 上 高 12,751 14,560 15,850 95.6% 15,155 104.1% 16,200 6.9%

営 業 損 益 427 968 1,041 77.2% 804 83.1% 950 18.1%

利益率 3.3% 6.6% 6.6% 5.3% 5.9%

※過年度は、2007年度セグメント区分変更に組み替えて表示しております。

平成21年3月期

（小　　　　　計）

装   置
（ATE＋OVIS）

事   業

プローブカード
事業

合　            計

セグメント

消去又は全社

平成20年3月期 平成20年3月期

電 子 部 品
事 業
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http//www.tclab.co.jp
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装置

売上高推移 営業利益推移 （全社費用消去前）
（百万円）

2005　　 　2006　 　 2007　　　2007　　　2008　
実績　　 実績　　　予定 実績　　　予定　

2005　　 　2006　 　 2007　　　2007　　　2008　
実績　　 実績　　　予定 実績　　　予定　

（百万円）

4. 【連結】セグメント別年度推移
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http//www.tclab.co.jp5．設備投資額・減価償却費・研究開発費

※① ※②

431 550

585 530 △ 55 500

451 460 8 670

【実績】※① ＜予定＞※②

機械装置他　 親会社 機械装置他

子会社 機械装置他

内田工業 内田工業

北光電子工業  北光電子工業

東針電子 東針電子

シンガポール シンガポール 30 百万円

機械装置他　

主な内容

105 百万円

主な内容

633 △ 201

増減額

（百万円）

110 百万円

設 備 投 資 額

減 価 償 却 費

研 究 開 発 費

65 百万円

30 百万円

80 百万円

平成２１年３月期
＜予　定＞（百万円）

300 百万円

60 百万円

20 百万円

【連結】 平成１９年３月期 平成２０年３月期

【実　績】（百万円） 【実　績】（百万円）

135 百万円

子会社

親会社
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http//www.tclab.co.jp1．【連結】売上推移と2008年度見通し
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※過年度は、2007年度セグメント区分変更に組み替えて表示しております。

電子部品事業
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http//www.tclab.co.jp2．Mo CUP（組立品含む）数量実績と予測

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

Ｍｏ　ＣＵＰ　出荷数量

2007年 ２００８年
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http//www.tclab.co.jp3. 半導体部品
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2008年は収益率の悪いシリコンから他の高収益製品を開拓する
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http//www.tclab.co.jp1．【連結】売上推移と2008年度見通し
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http//www.tclab.co.jp2-1. 主要製品別進捗状況①

２００６年度　国内売上比率

カンチレバー ＯＣプローブ バーチカル

５２．４％

１８．２％

２９．４％

２００７年度　国内売上比率

カンチレバー ＯＣプローブ バーチカル

５５．６％

１８．６％

２５．８％

国内のゲーム関連が昨年ほどは動かなかった



152007年度 決算説明会

http//www.tclab.co.jp2-2. 主要製品別進捗状況②
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

カンチ月別売上（国内）

２００６年 ２００７年
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http//www.tclab.co.jp3. プローブカード事業分析

－　200７年度　市場動向

　　（カンチレバー）
　　　　＊受注・売り上げは2006年に比べて増収となった。
　　　　＊LCDドライバーは、メーカーの海外展開等により減収となった。　
　　　　　 ＯＣプローブの市場価格が下がり、これも減収の要因。

　　　　＊ロジック向けカンチレバーは、多ＰＩＮを中心に好調を持続。

　　（バーチカル）
　　　　＊ゲーム機の新機種がないため、リピートはある程度あったものの減収となった。　　　　

－　200８年度 の対応

　　（カンチレバー）
　　　　 ＊原価低減活動の第一段階完了。第二段階は上期に終了予定。
　　　　 ＊アルミパッド用メンテナンスフリーのＡＣプローブの拡販をねらう。

　　（バーチカル）
　　　　 ＊狭ピッチ対応の試作中。　上期には顧客評価を予定。

　　　　　　フリップチップ向けの廉価バージョンを開発中。　下期から顧客への展開予定。
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http//www.tclab.co.jp1．【連結】売上推移と2008年度見通し
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※過年度は、2007年度セグメント区分変更に組み替えて表示しております。

OVIS
事業

ATE
事業

従来の装置事業を「ATE事業」と「OVIS事業」に区分いたします。
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ATE事業
（Advanced Test Equipments）

1. 【連結】売上推移と2008年度見通し

2. 2008年度計画と戦略

Contents 
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http//www.tclab.co.jp1．【連結】売上推移と2008年度見通し
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ATE事業　（過年度は、従来の装置事業より「プローバ」を分離して表示しております。）

ご参考
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http//www.tclab.co.jp2. 2008年度計画と戦略

ATE事業の事業展開

市場が拡大しているFPD用オープン/ショート検査機（モデル名：
LDAS）のビジネスに経営資源を集中する。

売上高：２２億円

太陽光発電装置関連事業への開発投資を行う。

LDAS事業拡大戦略

欠陥検出力の向上（ソフトオープンおよびクロスショート欠陥）

開発チームの強化

海外拠点（台湾、韓国）の営業およびカスタマサポート体制強化

短納期体制の確立（リピート受注納期 ４ヵ月を目標）

構造の大幅見直しによるコストダウン（２０％以上のコストダウン）



“Aiming to be the Only One Company”

http//www.tclab.co.jp

OVIS事業
（Optical Vision Inspection System）

1. 【連結】売上推移と2008年度見通し

2. ＯＶＩＳ事業（新事業部）発足の背景

3. ＯＶＩＳ事業（新事業部）の事業運営
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http//www.tclab.co.jp1．【連結】売上推移と2008年度見通し
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OVIS事業　（過年度は、従来の装置事業より「ビジョン」を分離して表示しております。）

ご参考
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http//www.tclab.co.jp2. ＯＶＩＳ事業（新事業部）発足の背景

(1) 従来の装置事業の中核となっている「ＶＩＳＩＯＮ」（検査システム）のうち、

　　ＬＤＡＳ（オープン／ショート検査機）を除いた分野を事業の骨格とする。

(2) 事業内容

　　・ ＦＰＤ分野に於ける後工程検査装置

　　・ Ｆｉｌｍ等の外観検査装置

　　・ ＬＣＤ業界に於ける合理化促進の為の検査装置と貼合せ装置のシステム

　　・ 新規事業への展開（精度計ｅｔｃ）

(3) 売上高

　　・ 初年度１８億円／年で黒字化を計画

(4) 検電装置分野に於ける「ＴＣＬ」ブランドの定着化



252007年度 決算説明会

http//www.tclab.co.jp3. ＯＶＩＳ事業（新事業部）の事業運営

(1) ＶＩＳＩＯＮ技術（画像処理技術）を核とした装置システムおよびモジュール

製品のシステムエンジニアリング・設計・製作および販売を行う。

(2) 「開発・研究」「生産拠点」を九州事業所に設置し、人材の集中と資源投下

を行う。営業は大阪・東京の２拠点とする。

(3) 全ての競合ファクター（技術・価格・納期・顧客対応等）において、競合他社

を圧倒する強い事業組織確立の為、部品メーカーとのアライアンスを強化
する。

(4) ワールドワイドな販売・メンテナンス強化を進める為、一部商社とも協業を

進める。
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http//www.tclab.co.jp本資料の取り扱い上の注意

本資料に含まれる本年度見通しに関する記述は、
現時点で入手可能な情報に基づき判断した数値
であり、多分に不確定要素を含んでおります。
従いまして、実際の業績等は、業況の変化等に
より、記載した予想数値と異なる場合があります
ことをご了承ください。

End of FileEnd of File
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